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質
問

①
平
成
18
年
度
の
主
要

事
業
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

検
討
に
関
す
る
記
載
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

②
市
報
は
市
長
の
個
人
的
意

見
を
掲
載
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
公
私
を
区
分
し
自
重
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
市
長
は
行
政
改
革
に
お
い

て
職
員
を
削
減
し
な
い
と
言
っ

て
い
る
が
、
行
政
経
営
プ
ラ
ン

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

④
国
民
保
護
法
に
関
連
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
る
が
、
市
民

へ
の
周
知
と
市
長
の
国
防
意
識

に
対
す
る
考
え
方
は
。

⑤
35
人
学
級
の
実
現
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

答
弁

①
総
合
的
な
交
通
体
系

の
あ
り
方
懇
談
会
か
ら
報
告
を

受
け
、
今
後
も
継
続
し
て
検
討

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答
弁

①
お
お
む
ね
３
分
の
１
達
成
さ
れ
た

が
、
今
後
も
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
。

②
方
向
性
や
一
般
論
と
し
て
は
賛
成
な
の

で
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な
考
え
を
も
と
に
し

て
職
員
採
用
に
臨
み
た
い
。

③
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
方
法
等
は
、
保
護

者
や
地
域
、
子
ど
も
た
ち
に
も
安
心
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
今
後
、
各
学
校
の
学
校
経
営

協
力
者
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

④
一
つ
の
手
法
と
し
て
効
果
的
と
考
え
る

の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

⑤
交
通
標
識
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
道
路
管

理
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
自
転
車
マ
ナ

ー
等
の
啓
発
を
行
い
た
い
。

質
問

①
市
長
が
選
挙
の
際
に
市
民
と
約
束

し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
率
は
お
お
む
ね

ど
の
く
ら
い
か
。

②
職
員
の
採
用
や
昇
進
に
お
い
て
、
男
女

の
隔
た
り
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、
一
方
の
性
に
偏
ら
な
い
と
い
う
目

標
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
の
か
。

③
学
校
の
安
全
対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
等
が
予
算
に
計
上
さ
れ
た
が
、
運
用

に
当
た
っ
て
は
ど
う
配
慮
す
る
考
え
か
。

④
市
民
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
保
全
し
た

い
緑
を
共
有
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
と
い

う
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
対
す
る
考
え
は
。

⑤
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
は
警
察
だ
け

で
は
な
く
、
市
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

②
子
育
て
を
す
る
環
境
は
家
庭
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
事
情
に
き
め

細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
い
き
た
い
。

③
介
助
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
の
で
、
そ
の
審
議
結
果

を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

④
す
べ
て
の
教
科
の
基
礎
と
な
る
、
非
常

に
重
要
な
教
科
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

各
学
校
が
適
切
に
国
語
科
の
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
教
育
委
員
会
で
指
導
し
た
い
。

⑤
知
的
、
身
体
、
精
神
な
ど
が
統
合
さ
れ

て
、
自
立
に
向
け
て
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い

く
が
、
平
成
18
年
度
に
行
う
調
査
に
基
づ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
い
き
た
い
。

質
問

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
待
機

者
は
多
く
、
今
度
は
ベ
ッ
ト
数
も
削
減
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
が
、
今
後
の
介
護
施
策
は
。

②
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、
市
長
個
人

の
経
験
か
ら
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
支
援
策
は
。

③
通
常
学
級
に
お
け
る
介
助
員
配
置
を
、

今
後
拡
充
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

④
今
後
の
国
語
教
育
は
、
ど
の
よ
う
に
あ

る
べ
き
と
考
え
る
か
。

⑤
障
害
者
自
立
支
援
法
が
成
立
し
た
が
、

今
後
障
害
者
就
労
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
考
え
か
。

答
弁

①
待
機
者
の
解
消
は
厳
し
い
が
、
施

設
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び

5
つ
の
特
別
会
計
予
算
が
、
3
月
定

例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
各
予
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
一
般
会
計
は
3
月
6
日
か

ら
8
日
ま
で
の
3
日
間
、
特
別
会
計

は
3
月
9
日
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、
島
村
速
雄

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会
委
員
長

と
立
花
隆
一
特
別
会
計
予
算
特
別
委

員
会
委
員
長
が
審
査
報
告
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
説
明
の
予
算
概
要
と
、

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会
に
お
け

る
各
会
派
（
一
人
会
派
は
除
く
）
の

総
括
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

平
成
18
年
度
は
、
市
の
将
来
都
市

像
を
「
躍
動
を
か
た
ち
に
　
進
化
す

る
ま
ち
　
こ
だ
い
ら
」
と
定
め
た
、

第
三
次
長
期
総
合
計
画
「
こ
だ
い
ら

21
世
紀
構
想
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

あ
り
ま
す
。
緑
と
住
み
や
す
さ
を
大

切
に
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
自
立

し
活
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、

①
市
民
活
動
支
援
・
市
民
参
加
の
一

層
の
推
進
、
②
計
画
等
に
基
づ
く
諸

事
業
の
着
実
な
推
進
、
③
行
財
政
の

再
構
築
の
3
点
を
重
点
に
置
き
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
4
百
96
億
6
千
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
1
・
5
％
、

7
億
5
千
百
25
万
円
の
増
で
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
に
つ
い
て
は
、
定
率

減
税
の
縮
減
等
の
税
制
改
正
な
ど
に

よ
り
、
2
・
8
％
の
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
赤
字
債
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
は
極
力
借
り
入
れ
ず
、

前
年
度
と
比
べ
大
幅
な
減
で
計
上
し

ま
し
た
。
三
位
一
体
改
革
の
最
終
年

度
に
当
た
る
平
成
18
年
度
へ
の
影
響

は
、所
得
譲
与
税
の
増
額
分
が
※国
庫
・

都
支
出
金
の
減
額
を
上
回
る
見
込
み

で
す
。

〈
歳
出
〉
財
政
健
全
化
を
推
進
す
る

た
め
、
将
来
の
債
務
の
減
少
を
目
指

し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
よ
り
重
点

険
や
社
会
保
険
等
の
各
保
険
者
が
資

金
を
出
し
合
い
、
医
療
に
要
す
る
費

用
と
し
て
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
73
億
5
千
9
百
50
万

円
で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
5
・
5

％
の
増
で
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
を
改
定
し
、
法
定

の
負
担
で
あ
る
国
庫
・
都
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
を
予
算
総
額

の
94
・
1
％
に
当
た
る
約
69
億
2
千

8
百
万
円
と
見
込
む
ほ
か
、
介
護
保

険
事
業
の
運
営
に
要
す
る
経
費
等
を

計
上
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
52
億
3
千
百
70
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
4
・
4
％
の
減

で
す
。

〈
歳
入
〉
下
水
道
使
用
料
は
、
前
年

度
に
比
べ
0
・
8
％
の
減
を
見
込
み

ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
雨
水
及
び
汚
水
の
整
備
事

業
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
公
共
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
、
市
債
の

償
還
金
で
あ
る
公
債
費
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

【
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
11
億
6
千
5
百
万
円

で
、
都
の
水
道
事
業
事
務
の
受
託
廃

止
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
21
・
8

％
の
減
で
す
。

〈
歳
入
〉
都
か
ら
の
委
託
金
で
す
。

〈
歳
出
〉
既
設
水
道
施
設
の
維
持
管

理
及
び
職
員
人
件
費
等
で
す
。

な
お
、
本
年
度
の
給
水
人
口
は
、

18
万
5
千
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

的
、
効
率
的
な
配
分
と
事
務
事
業
の

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
こ
だ
い
ら

21
世
紀
構
想
実
現
に
向
け
て
、
積
極

的
に
取
り
組
む
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

※
国
庫
・
都
支
出
金

使
途
を
特
定

さ
れ
た
国
・
都
か
ら
の
補
助
金
等

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
百
38
億
1
千
6
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
3
・
6
％
の

増
で
す
。

〈
歳
入
〉
被
保
険
者
数
は
全
体
と
し

て
低
い
伸
び
と
な
り
、
保
険
税
収
入

も
大
き
な
伸
び
が
見
込
め
な
い
厳
し

い
財
政
運
営
が
続
く
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
20
億
円
計
上
し

ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
は
、

70
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
医
療
費
増

に
よ
り
、
引
き
続
き
高
い
伸
び
を
見

込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
補
助

事
業
対
象
者
を
前
年
度
よ
り
100
人
増

の
600
人
に
拡
大
し
ま
し
た
。

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
百
6
億
1
千
百
80
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
5
・
2
％
の

減
で
す
。

〈
歳
入
〉
法
定
割
合
に
基
づ
き
、
※支

払
基
金
交
付
金
、
国
庫
・
都
支
出
金

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
見

込
み
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
大
部
分
が
医
療
費
の
支
払

い
等
に
当
た
る
医
療
諸
費
で
、
対
象

は
前
年
度
よ
り
770
人
減
の
1
万
5
千

2
百
80
人
を
見
込
み
、
1
人
当
た
り

の
医
療
費
は
年
間
約
69
万
円
と
推
計

し
ま
し
た
。

※
支
払
基
金
交
付
金

国
民
健
康
保

す
る
た
め
載
せ
な
か
っ
た
。

②
掲
載
は
過
去
に
も
例
が
あ

り
、
他
市
も
参
考
に
し
た
。
内

容
は
多
種
多
様
で
指
摘
さ
れ
る

よ
う
な
問
題
は
な
い
。

③
現
状
で
は
職
員
を
削
減
す

る
考
え
は
な
い
が
、
プ
ラ
ン
策

定
時
に
は
企
業
や
N
P
O
、
多

数
の
市
民
の
参
加
に
よ
り
、
市

の
将
来
の
あ
り
方
を
議
論
し
、

方
向
性
を
示
し
て
も
ら
う
。

④
で
き
る
限
り
啓
発
活
動
を

し
た
い
。
国
を
守
る
と
い
う
意

識
は
多
く
の
人
と
同
じ
レ
ベ
ル

で
持
っ
て
い
る
。

⑤
現
状
で
は
厳
し
い
が
、
国

も
検
討
し
て
お
り
、
都
の
決
定

も
重
要
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
動
向
も
見
な
が
ら
い
つ
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
は
準
備
を

し
た
い
。

質
問

①
今
後
の
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
は
。

②
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
た
め
の
、
子
育
て
支
援

策
を
伺
う
。

③
障
害
者
、
若
年
者
、
女
性
、

高
齢
者
へ
の
就
労
支
援
策
は
。

④
市
長
の
考
え
る
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
芸
術
の
振
興
策
と
は
。

⑤
玉
川
上
水
等
の
保
全
に
対

す
る
考
え
は
。

答
弁

①
公
共
の
領
域
を
越
え

て
、
市
民
や
商
工
会
、
農
協
な

ど
に
協
力
し
て
も
ら
う
ほ
か
、

自
治
会
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
行
政
と
協
働
で
き
る
関

係
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

②
次
世
代
育
成
行
動
計
画
を

着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、

病
後
児
保
育
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
障
害
者
に
は
社
会
参
加
が

で
き
る
場
を
提
供
し
、
若
者
や

女
性
に
は
就
職
情
報
室
を
さ
ら

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

高
齢
者
に
は
能
力
や
経
験
を
生

か
せ
る
受
け
皿
を
検
討
し
た
い
。

④
文
化
に
つ
い
て
は
、
全
員

公
募
に
よ
る
文
化
振
興
を
考
え

る
市
民
委
員
会
で
方
向
性
を
出

し
、
ス
ポ
ー
ツ
は
F
C
東
京
の

練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
の
で
、

こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
す
よ
う

な
工
夫
を
し
た
い
。
芸
術
は
、

江
藤
俊
哉
氏
や
武
蔵
野
美
術
大

学
な
ど
を
芸
術
の
領
域
の
中
で

ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

⑤
玉
川
上
水
の
保
存
、
管
理

に
関
す
る
指
針
も
配
慮
し
つ
つ

努
力
し
て
い
き
た
い
。

一 般 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健

介護保険事業

下水道事業

受託水道事業

合 計

特

別

会

計

18年度予算額

49,660,000

13,816,000

10,611,800

7,359,500

5,231,700

1,165,000

87,844,000

17年度予算額

48,908,750

13,334,000

11,195,500

6,975,700

5,474,300

1,488,900

87,377,150

伸び率

1.5

3.6

△ 5.2

5.5

△ 4.4

△ 21.8

0.5

小平市第三次長期総合計画（定価1600円で販売中）

（単位：千円、％）

平成18年度予算総額

フォーラム小平�フォーラム小平�

日本共産党小平市議団�日本共産党小平市議団�日本共産党小平市議団�

緑・ネット�緑・ネット�

市議会公明党�市議会公明党�

政　和　会�政　和　会�

質
問

①
市
民
の
暮
ら
し
は
相
当
深
刻
な
状

況
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
認
識
と
そ

の
対
応
は
。

②
三
位
一
体
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
考
え
方

と
国
に
対
す
る
見
解
は
。

③
国
民
保
護
法
に
関
連
す
る
条
例
は
、
市

民
の
声
を
反
映
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
交
通
不
便
地
域

へ
の
対
応
は
。

⑤
自
治
基
本
条
例
を
策
定
す
る
に
当
た
っ

て
、
市
長
の
希
望
や
力
を
入
れ
た
い
点
は
。

答
弁

①
市
の
経
済
的
支
援
に
は
限
界
が
あ

る
が
、
生
活
困
窮
者
等
に
対
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
負
担
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

②
今
後
策
定
す
る
行
政
経
営
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
財
源
を
確
保
し
て
い
く
。
国
に
対
し
て

は
、
地
方
分
権
の
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
に

市
長
会
等
を
通
じ
て
要
望
し
た
い
。

③
多
く
の
市
民
の
理
解
や
協
力
が
必
要
な

た
め
、
防
災
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
5
人

を
公
募
の
形
で
参
加
を
し
て
も
ら
う
。

④
総
合
的
な
交
通
体
系
の
あ
り
方
懇
談
会

の
報
告
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
採
択
さ
れ
た

4
つ
の
請
願
の
内
容
も
真
摯
に
受
け
と
め
な

が
ら
実
行
し
た
い
。

⑤
こ
れ
か
ら
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
、
多
く
の
市
民
か
ら
意
見
を
出
し
て

も
ら
い
、
市
の
、
国
で
言
え
ば
憲
法
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
た
い
。


